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市民協働 ⇒ 行政と市民が、お互いの立場を理解し、協力、補完し合いなが

ら活動することにより、市民にとって利用しやすい図書館環境づ

くりや幅広い活動を行っていくことが可能になります。

※ 真田図書館建設運営研究会は、図書館竣工まで存続する。委員は、サポータ

ーとしてボランティア組織の一員となる。

市民が自由に学べる

生涯学習支援施設＝図書館（等）

○ 市民と共に歩む図書館づくり

○ 市民が支える図書館づくり

サポーター（ボランティア）の活動・組織づくり

（個人・団体）

多様化・高度化する市民ニ

ーズに応えていくために

は、行政には限界がある。

市民協働が必要。

真田図書館建

設運営研究会

真田図書館サ

ポーター

よりスムーズで快適な図

書館の利用環境の実現

サポーターの自己実現

サポーター相互・利用者との交流

（コミュニティの実現）

市民の個の実現の欲求

のための学習


